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 環 境 経 営 理 念

肥後技研株式会社は、環境保全の取組みを重要な経営課題であると認識し、

全社員が環境負荷の低減に努め、企業としての社会的責任を果たす。

 環 境 経 営 方 針
 

1. 目的

全ての事業活動において経済性と環境問題とのバランスに配慮し、

快適で豊かな生活環境を実現するため継続的に地域へ貢献すること。

2. 環境関連法規の遵守

当社の事業活動に係る環境関連法規、規制、条例、

及び当社が同意するその他の要求事項を遵守する。

3. 環境マネジメントシステムの構築、運用、改善

当社の業務に対し適切な環境マネジメントシステムを構築し、

自主的に目標を設定し、実施・運用・評価し、継続的に改善する。

4. 資源、エネルギーの効率的活用

事業活動に必要な資源・エネルギーの有限性を認識し効率的に活用する。

  ・二酸化炭素排出量を削減する。

  ・水資源を大切に利用する。

  ・廃棄物の削減、適正処理、再資源化を推進する。

  ・環境負荷の少ない製品やサービスを優先的に調達する。

5. 周知

環境教育を通じ全社員の環境意識の向上を図るとともに、

協力会社にも周知を徹底し、理解と協力を要請する。

6. 公開

環境保全活動の取り組みは「環境経営レポート」として文書化し、

社内外に公開する。

肥 後 技 研 株 式 会 社

制定 2008年12月26日

最終改定 2023年 4月 5日

代表取締役
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1. 組織の概要

(1) 事業者名 肥後技研株式会社

(2) 代表者名 代表取締役 永江誠郷

(3) 所 在 地 【事務所】

〒860-0811 熊本市中央区本荘2丁目4番13号

【植木作業所】

〒861-0125 熊本市北区植木町小野412

(4) 事業内容 建設業(舗装工事、土木一式工事、

       石工事業、水道施設工事業、とび・土工工事業)

熊本県知事許可(特定)第2936号

(5) 事業規模
2019/10/01

～
2020/10/01

～
2021/10/01

～
完成工事高 千円 165,632 83,057 169,206

従業員数 人 6 6 6

床面積 m2 257 257 257

(6) 事業年度 期首：10月 1日

期末： 9月30日

◯環境年度 期首： 4月 1日

期末： 3月31日

◯認証・登録範囲 全組織、全事業を対象

◯環境責任者名 環境管理責任者：大鶴好之

工事部責任者    ：福岡亮

植木作業所責任者：大村正治

事務所責任者    ：緑比呂子

◯環境担当連絡先 TEL   ：096-366-0201(代)

FAX   ：096-366-9472

E-mail：info@higogiken.co.jp
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2. 環境経営実施体制

(1) 体制図

(2) 担当、権限

全社員

担 当 権 限

各部門責任者

代表者

環境管理責任者
・実施体制構築、各部門責任者指名

・環境関連法規等取りまとめ

・環境関連文書及び記録の管理

・環境上の緊急事態への準備、対応

・環境負荷と環境活動状況把握

・取組状況確認及び問題点是正

・教育、訓練の実施

・環境関連文書及び記録作成

・環境経営レポート作成、公開

環境管理責任者

大鶴好之

植木作業所責任者

大村正治

事務所責任者

緑比呂子

代表者

永江誠郷

工事部責任者

福岡亮

全社員

協力会社

・環境経営目標及び環境経営計画策定

・環境関連活動実施及び運用

・環境に関する外部との窓口

・環境経営理念と方針の策定、改定

・全体の評価

・見直し方針の指示
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3-1. 環境への負荷実積

作成日：2023年 4月 12日

基準年度

2020 2021 2022 2023

温室効果
ガス
排出量

kgCO2 14018.58 16504.16 15084.41

再資源化
量

kg 43.00 44.00 43.00

最終処分
量

kg 4.00 3.00 4.00

再資源化
率

％ 77.19 75.86 75.43

再資源化
量

t 1910.71 2545.26 469.72

最終処分
量

t 0.00 16.70 4.76

再資源化
率

％ 100.00 99.30 99.00

水使用量 m3 61.00 68.00 71.00

総排水量 m3 61.00 68.00 71.00

kwh 9031.00 9579.00 8398.00

ガソリン L 2246.35 2579.63 2603.60

軽    油 〃 2088.94 2266.26 1917.73

都市ガス m3 5.00 6.00 6.00

計画期間

・「調整後CO2排出係数(九電)」：
  計画期間を基準年度と比較 → 計画期間も基準年度で使用した係数を使用

推移

上水

項目

エネルギー
使用量

購入電力
（新エネルギー
を除く）

化石
燃料

下水

二酸化炭素

廃棄物の
排出量と
最終処分量

一般
廃棄物

産業
廃棄物

単位
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3-2. 実積の判定(2022年度分)

判定日：2023年 4月 12日

温室効果ガス
排出量

kgCO2 14706.86 15084.41 △

kg 55.88 43.00 △

がれき類
(As、Co殻)

％ 100.00 100.00 ○

全体 〃 95.00 99.00 ○

水使用量
総排水量

m3 59.80 71.00 ×

kwh 8853.92 8398.00 ○

ガソリン L 2202.30 2603.60 ×

軽    油 〃 2047.98 1917.73

都市ガス m3 4.90 6.00 ×

×判定の原因と次年度の取組

項目 原因 次年度の取組

二酸化炭素
購入電力
化石燃料

エアコン
加湿器
車両移動量

エネルギー
使用量

購入電力
(新エネルギーを除く)

化石
燃料

・判定基準
○：前年度より改善
△：前年度より5％未満改悪
×：前年度より5％以上改悪
 (軽油は工事内容による変動が大きいため判定対象から除外)

昼休みなどの休憩時等、消灯
室外機は日除け設置
乗り合わせ

判定

二酸化炭素

廃棄物
排出量

上水
下水

項目 単位 目標 実績

産業
廃棄物

再資源化
率

一般廃棄物
再資源化量

-5-



4. 環境経営目標
策定：2023年 4月13日

区
分

課題 対象
重点
項目

基準年度
2020

計画期間
2021～2023

電気
使用量 ※

4325kg-Co2

化石燃料
使用量

ガソリン  5211kg-Co2
軽    油  5452kg-Co2
都市ガス    13kg-Co2

全社
一般廃棄物
排出量

0.0570t

工事部
産業廃棄物
排出量

・マニフェスト伝票と運搬処分の立
入で全案件適正処理確認。
・再資源化率は、がれき類(As、Co
殻)は100%、全体で95%以上。

工法と材料につき
設計変更を積極的
に提案

節
水

排水量
削減

事務所 使用水量 61.0m3
基準年度から
年2％以上改善

グリー
ン購入

全社
グリーン
購入法適合品
の調達

【事務所】
・森林認証クリームY(名刺用紙)
・IC8CL53(EPSONインク)
・PL105-A(シャープペンシル)
・SFL-10SL-Y(蛍光ペン)

【工事部、植木作業所】
・YA-10X(消火器)
・G-649(軍手)
・再トイレットペーパ
・セロテープ(テープカッター)
・ナイスタック(両面テープ)
・エコチョーク72(チョーク)
・プランテックスグローブ(手袋)

特に工事部につき
毎年前年度以上

有害物質の
環境への影響

低騒音・排出
ガス対策型
機械の使用

地域
貢献
活動

全社
地域の公共施
設における社
会貢献

12時間以上 年間14時間以上

※ 比較のため、計画期間(2021～2023)も基準年(2020)の調整後排出係数「0.479」を使用する

環
境
保
全

関連
法規制
の遵守

工事部
・
植木
作業所

3ヵ年で
法令違反
行政指導
苦情件数
0

法令違反
行政指導
苦情件数
0

基準年度から
年2％以上改善

リ
サ
イ
ク
ル
推
進

廃棄物
排出量
削減

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二酸化
炭素
排出量
削減

全社
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5-1 環境経営計画 2022年度の前期取組の判定
策定：2022年04月14日      

取組期間：策定～2022年09月30日
判定：2022年10月11日      

判定基準
○：無意識に取り組んでいる。指示、注意等何も必要ないが重要。
△：意識して取り組んでいる。指示、注意等を要する場合がある。
×：取り組みが不足している。取り組み方に改善が必要。
代表者と環境管理責任者が協議して判定する

節
水

排水量削減 全 使用水量

環
境
保
全

グリーン
購入

全 適合品の調達

関連法規制
の遵守

工事部
・

植木
作業所

有害物質の環
境への影響

低騒音・排出
ガス対策型機
械の使用

地域貢献
活動

全
地域の環境美
化活動等

リ
サ
イ
ク
ル
推
進

廃棄物
排出量削減

全
廃棄物
排出量

事務所 紙使用量

工事部
産業廃棄物
排出量

判
定

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二酸化炭素
排出量削減

全

化石燃料
使用量

電気、ガス
使用量

区分 課 題
担当
責任者

項 目 具体的な取組内容

○

○

○

△

○

○

〇

○

△

△

○

△

○

○

○

△

○

○

△

△

○

○

○

△

○

○

・協力会社様と共に作業の段取りを改善

・予測運転で無駄な加減速を減らす 

・早めに出発し車速を抑える

・リモート臨場を提案

・詰替え再使用可能なものを調達

・ウエスは不要となった服を再利用

・マイバック、袋を複数持参

・文書・図面を電子化・共有し印刷物を削減

・印刷前に設定を確認

・情報交換共有システムの活用

・環境負荷の少ない工法、材料の提案

・再生の負担を減らすため分別を徹底して排出

・適切な委託業者の選定

・水圧を制限し、蛇口をこまめに閉める

・洗車はバケツに水を汲み置き使用する

・散水、トイレ、洗車用「雨水タンク」設置

・必要性を考慮し購入を抑制する

・必要最小限の数量を購入する

・調達総量をできるだけ抑制する

○

△

○

・油水分離槽は定期的に点検整備

・ゴミ分別ボックスを設置

・廃棄物は焼却ではなく処分を委託

・環境配慮型機械、機器類を優先調達する

・特定自主検査、検査済標章の貼付確認

・アイドリングストップ

・本社所在地域の道路における美化活動

・現場周辺の公共施設等における美化活動等

・業界団体の地域貢献活動への参加

○

○

△

・エアコン室温設定は冷房28℃、暖房20℃

・昼休みなどの休憩時等、消灯の徹底

・省エネ製品の導入

・ブラインド、窓、ドア、服装で温度管理
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    環境経営計画 2022年度の後期取組の判定
策定：2022年04月14日      

取組期間：策定～2022年03月31日
判定：2023年04月04日      

判定基準
○：無意識に取り組んでいる。指示、注意等何も必要ないが重要。
△：意識して取り組んでいる。指示、注意等を要する場合がある。
×：取り組みが不足している。取り組み方に改善が必要。
代表者と環境管理責任者が協議して判定する

判
定

区分 課 題
担当
責任者

項 目 具体的な取組内容

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二酸化炭素
排出量削減

全

化石燃料
使用量

電気、ガス
使用量

紙使用量

工事部
産業廃棄物
排出量

節
水

排水量削減 全 使用水量

リ
サ
イ
ク
ル
推
進

廃棄物
排出量削減

全
廃棄物
排出量

事務所

地域の環境美
化活動等

環
境
保
全

グリーン
購入

全 適合品の調達

関連法規制
の遵守

工事部
・

植木
作業所

有害物質の環
境への影響

低騒音・排出
ガス対策型機
械の使用

地域貢献
活動

全

○

○

〇

○

△

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

△

○

○

○

・協力会社様と共に作業の段取りを改善

・予測運転で無駄な加減速を減らす 

・早めに出発し車速を抑える

・リモート臨場を提案

・エアコン室温設定は冷房28℃、暖房20℃

・昼休みなどの休憩時等、消灯の徹底

・省エネ製品の導入

・ブラインド、窓、ドア、服装で温度管理

・詰替え再使用可能なものを調達

・ウエスは不要となった服を再利用

・マイバック、袋を複数持参

・文書・図面を電子化・共有し印刷物を削減

・印刷前に設定を確認

・情報交換共有システムの活用

・環境負荷の少ない工法、材料の提案

・再生の負担を減らすため分別を徹底して排出

・適切な委託業者の選定

・水圧を制限し、蛇口をこまめに閉める

・洗車はバケツに水を汲み置き使用する

・散水、トイレ、洗車用「雨水タンク」設置

・必要性を考慮し購入を抑制する

・必要最小限の数量を購入する

・調達総量をできるだけ抑制する

・油水分離槽は定期的に点検整備

・ゴミ分別ボックスを設置

・廃棄物は焼却ではなく処分を委託

・環境配慮型機械、機器類を優先調達する

・特定自主検査、検査済標章の貼付確認

・アイドリングストップ

・本社所在地域の道路における美化活動

・現場周辺の公共施設等における美化活動等

・業界団体の地域貢献活動への参加

○

○

○

○

○

○
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5-2. 環境経営計画 2023年度
 策定：2023年04月14日      

取組期間：策定～2024年03月31日

項目 具体的な取組内容 該当するSDGsの目標17項目

化
石
燃
料

使
用
量

電
気
、
ガ
ス

使
用
量

廃
棄
物

排
出
量

地
域
の

環
境
美
化

活
動
等

紙
使
用
量

産
業
廃
棄
物

排
出
量

使
用
水
量

グ
リ
ー
ン

購
入
適
合
品

の
調
達

有
害
物
質
の

環
境
へ
の

影
響

低
騒
音
・

排
出
ガ
ス

対
策
型
機
械

の
使
用

・室外機に遮光ネット設置

・切断、省エネモード等こまめな電源管理

・スーパークールビズ、ウォームビズの推進 

・扇風機の活用

・グリーン購入法適合品の優先調達

・購入数量を見直しコストを削減する

・使用期間が長い製品を購入

・本社所在地域の道路における美化活動

・現場周辺の公共施設等における美化活動等

・業界団体の地域貢献活動への参加

・リモート臨場を提案

・移動はできるだけ乗り合わせ

・不要な荷物を積載しない

・暖気運転はしない

・情報交換共有システムの活用

・簡潔な文書を作成

・再利用紙、再生用紙以外は別使用法を検討

・会議資料等の両面印刷の徹底

・過剰包装をしない、または断る

・枝や雑草は干すか堆肥にする

・法規制の遵守

・粉塵については散水等、適切な対策を講じる

・ゴミ分別ボックスを設置

・節水シールの明示で取組意識を高める

・乾燥に強い植物を優先調達

・定期的に検針メーターで漏水を確認

・環境負荷の少ない工法、材料の提案

・再生の負担を減らすため分別を徹底して排出

・適切な委託業者の選定

・規制適合建設機械の使用促進

・特定自主検査、検査済標章の貼付確認

・適正燃料の使用
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6. 環境関連法規への違反訴訟等の有無

2022年4月1日～2023年3月31日

・ 環境法規制等遵守チェックリスト(下図参照)等で確認した結果、    

     環境関連法規の違反はありません。

  ・ 関係機関からの指摘はありません。

  ・ 各方面からの訴訟、苦情等

訴訟：0件

苦情：1件(工事車両通行による粉塵)※即時対応済み
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7. 代表者による全体の評価と見直し

代表者 見直し完了日：2023年04月18日

環境管理責任者確認：2023年04月18日

項目
変更の
必要性

見直し

環境経営方針 - -

環境経営目標 - -

環境経営計画 有
策定にあたっては、環境と事業
活動の関係性、経済性、社会的
意義に配慮している

環境経営システム 有
現場での取組については、環境
保全への貢献度を、どう表現で
きるか未だに苦慮している

実施体制 - -

環境教育訓練
法令等順守
緊急事態対応

- -

外部要望・苦情等 - -

是正・予防処置 有
基準年度も、その後3年間も、同
じ排出係数で算出して、同じ基
準で比較できるようにした

環境経営レポート 有
将来に亘って同じ方法で実績を
把握し比較して、目標や計画を
策定し、実践改善に繋げたい

※見直し事項は、是正・予防処置の対象とする。

環境経営システムが
有効に機能しているか

環境への取組は
適切に実行されているか

システムの根幹であり、基本的枠
組みに変更はない

3年おきに基準年を設定し、その間
の実績を評価した結果から目標を
見直し、改善につなげていく

評価

環境への負荷の実績や目標については、単年度や半年といった単位での
数値比較から、基準年度に対して、その後3年間における推移を比較す
る方法へシフトすることで、より高い有効性を検証する。

事業活動と環境のバランスは常に配慮すべきところであり、昨年来、
SDGsの考え方を大幅に環境経営計画に取り入れている。これ沿って実行
して、より効果的な運用を目指し改善を継続する。

状況に応じた迅速な対処が出来る
よう、さらに処理手順の簡素化を
推進している

二酸化炭素排出量について、基準
年を決め、その後3年間の実績で比
較する形に改めることにした

二酸化炭素排出量について、削減
の具体的な目標も計画もなく、未
だ実績把握法も模索中である

事業活動と環境保全との両立を目
指して計画を立案することの重要
性を実感している

業務として取組は浸透しており、
さらに多くの方々からのアドバイ
スを積極的に求めたい

現体制での運用を継続

建設業の現場では、安全管理や地
元対応と併せ最優先事項であり、
定期的に訓練を実施する
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・ 環境配慮型商品の調達

・ エアコン設定温度

2F 応接室

8. 取組事例

2F 事務室

3F 会議室
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・ 印刷前プレビュー表示(プリンタドライバ設定)

複合機

・ 再利用紙 再生用紙、乾電池

・ FSC森林認証紙

インクジェット
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・ 節水コマ

節水コマ(熊本市上下水道局料金課)

交換後(事務所)

通常のコマ

交換前(事務所)
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・ 植木作業所

油水分離槽 設置・維持管理

吸着砂袋、低毒性流出油処理剤

油吸着分解材
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・アスファルト付着防止剤（アスクリーン）

・油吸着分解材「スノムワイド」 ・低毒性流出油処理剤「アースクリーン」

・地域貢献活動
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弊社では、県産資材、地元企業、環境に配慮した新工法・材料を優先して採用

するほか、以下の事業・制度等の趣旨に賛同し積極的に取り組んでおります。

●環境

「エコアクション21」認証・登録(2009年～)

(IPSuS一般財団法人持続性推進機構)

(環境省総合環境政策局環境経済課)

「COOL CHOICE」賛同登録(2016年～)

(環境省地球環境局地球温暖化対策課)

「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」参加登録(2011～2018年、自主取組2019年～)

(環境省地球環境局地球温暖化対策課)

(熊本県環境生活部環境局環境立県推進課)

「くまもとEcoプロジェクト推進事業」参加登録(2009～2011年)

(熊本県環境生活部環境局環境立県推進課)

「くまもとらしいエコライフ宣言」宣言登録と

「熊本県ストップ温暖化県民総ぐるみ運動推進会議」会員登録(2010年～)

(熊本県環境生活部環境局環境立県推進課)

「事業活動温暖化対策計画書制度」と

「エコ通勤環境配慮計画書制度」任意提出(2014年～)

(熊本県環境生活部環境局環境立県推進課)

「くまもと県民節電所」会員登録(2014～2017年)

(熊本県商工観光労働部新産業振興局エネルギー政策課)

「くまもとグリーン農業」応援宣言(2019年～)

(熊本県農林水産部生産経営局農業技術課)

「市電緑のじゅうたん事業」オフィシャルサポーター(2009年～)

(熊本市環境局保全課)

「阿蘇市ASO環境共生基金」支援(2009年～)

(阿蘇市役所企画振興課)

「建設副産物情報交換システム」ユーザー登録(2003年～)

(一般財団法人 日本建設情報総合センター)

「キレイライフプラス」(旧：省エネ快適ライフ)会員登録(2014年～)

(九州電力株式会社)
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●地域貢献

「熊本県ロード・クリーン・ボランティア」協定締結(2008～2011年)

(熊本県土木部道路都市局道路保全課)

「熊本県くまもとマイ・リバー・サポート」協定締結(2012年～)

(熊本県土木部河川港湾局河川課)

「熊本市道路ふれあい美化ボランティア」協定締結(2012年～)

(熊本市都市建設局土木部土木総務課)

「熊本県ＰＲ事業者登録」(くまモンイラスト利用)許諾(2011年～)

(熊本県庁観光経済交流局くまもとブランド推進課)

「大規模災害時の支援活動に関する基本協定」締結(2006年～)(2013年～)

(熊本県、県建設業協会舗装部会)

「災害時応急活動に関する協定」締結(2009年～)

(熊本市政策局危機管理防災総室、県道路舗装協会)

●健康

「ヘルスター健康宣言」参加(2017年～)

「ヘルスター認定制度」(2017年～)

(全国健康保険協会（協会けんぽ）熊本支部)

「くまもとスマートライフプロジェクト」応援団登録(2018年～)

(熊本県健康福祉部健康づくり推進課)

●社会

「建設キャリアアップシステム」事業者・技能者登録(2018年～)

(一般財団法人建設業振興基金)

「熊本県SDGs登録制度」登録事業者(2022年～)

(熊本県企画振興部企画課)

「九州SDGs経営推進フォーラム」会員登録(2022年～)

(経済産業省 九州経済産業局 総務企画部 企画調査課)
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熊本県知事許可 (特定 )第 2 9 3 6号

舗装・土木一式工事、施工管理

(一社 )熊本県道路舗装協会会員

(一社 )熊本県建設業協会舗装部会会員

(公社 )日本道路協会正会員

肥後技研株式会社

〒 8 6 0 - 0 8 1 1

熊本市中央区本荘 2丁目 4番 1 3号

T E L    ： 0 9 6 - 3 6 6 - 0 2 0 1 (代 )

F A X    ： 0 9 6 - 3 6 6 - 9 4 7 2

E - m a i l： i n f o @ h i g o g i k e n . c o . j p

【植木作業所】

〒 8 6 1 - 0 1 2 5

熊本市北区植木町小野 4 1 2

環境経営レポート

2 0 2 3年 4月  第 1 4版

2 0 0 9 - 2 0 2 2


